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真剣な表情でストーンを放つ参加者 

　
阿
仁
地
区
体
育
指
導
委
員
会
主
催
の
ユ
ニ
カ
ー
ル

交
流
大
会
が
３
月
24
日
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
な
わ
れ
、
参
加
し
た
市
民
は
ユ
ニ
カ
ー
ル

を
通
じ
健
康
増
進
と
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。 

　
同
委
員
会
は
、
年
間
事
業
と
し
て
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
、

ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
、
高
齢

の
方
で
も
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
ユ
ニ
カ
ー
ル
交
流
大
会
に
参
加
し
た
約
20

人
は
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
サ
ー
ク
ル
内
に
ス
ト
ー
ン

を
放
り
、
そ
の
成
功
や
失
敗
に
会
場
か
ら
は
明
る
い

笑
い
声
が
響
き
わ
た
り
、
充
実
し
た
１
日
と
な
っ
た

よ
う
で
し
た
。 

ユ
ニ
カ
ー
ル
で
爽
や
か
な
汗

阿
仁
地
区
ス
ポ
ー
ツ
教
室
　
ユ
ニ
カ
ー
ル
交
流
大
会 

第２部では、ミュージカル「プチ・魔笛」を楽しく 
演じました 

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
第
17
回
ス
プ

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が
３
月
31
日
、
浜
辺
の
歌
音
楽

館
で
開
催
さ
れ
、
澄
ん
だ
や
さ
し
い
歌
声
と
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
会
場
を
包
み
込
み
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
の
「
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
同

合
唱
団
が
活
動
し
て
き
た
１
年
間
の
集
大
成
と
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。
同
合
唱
団
の
ほ
か
「
は

ま
べ
の
う
た
キ
ッ
ズ
」
や
Ｍ
Ｍ
Ｃ
（
森
吉
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ク
ラ
ブ
）
と
と
も
に
『
♪
世
界
中
の
子
ど
も
た

ち
が
一
度
に
笑
っ
た
ら
』
と
元
気
よ
く
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
。
為
三
作
品
の
メ
ド
レ
ー
や
、
現
代
の
曲
を
交
え
、

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。  

　
第
２
部
で
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
み
ん
な
に
お
く

る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
物
語
」
を
短
く
構
成
し
た
「
プ
チ
・

魔
笛
」
を
披
露
し
ま
し
た
。 

歌
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
聴
衆
を
魅
了

浜
辺
の
歌
音
楽
館
合
唱
団
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト 

 
火
災
多
発
期
に
備
え
放
水
訓
練

　
北
秋
田
市
消
防
団
（
吉
田
嘉
隆
団
長
）
と
婦
人
消

防
隊
に
よ
る
一
斉
放
水
訓
練
が
４
月
１
日
、
鷹
巣
、

合
川
、
森
吉
、
阿
仁
の
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
訓
練
は
、
春
季
の
火
災
多
発
期
を
迎
え
、
消

防
ポ
ン
プ
等
の
機
械
器
具
の
点
検
や
知
識
と
技
術
の

向
上
を
図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
全

国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
春
の
火
災
予
防
運
動
の
時

期
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
日
、
米
内
沢
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
下
の
阿

仁
川
堤
河
川
敷
を
会
場
に
行
わ
れ
た
森
吉
支
団
（
庄

司
林
兵
衛
支
団
長
）
の
訓
練
に
は
、
消
防
団
７
分
団

と
婦
人
消
防
隊
の
計
１
６
５
人
及
び
市
消
防
本
部
森

吉
分
署
職
員
が
参
加
。
河
川
敷
に
ポ
ン
プ
車
や
小
型

動
力
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
団
員
ら
は
手
際
よ
く
川
に

向
っ
て
放
水
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

市
消
防
団
・
婦
人
消
防
隊
一
斉
放
水
訓
練 

 

　
全
国
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
な
ど
に
、
市
の
観
光
情

報
を
提
供
す
る｢

北
秋
田
市
観
光
案
内
所｣

が
阿
仁
前

田
の
四
季
美
館
内
に
設
置
さ
れ
、
４
月
５
日
、
新
た

な
観
光
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
開
所
式
に
は
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
や
観
光
協
会

な
ど
設
立
ま
で
の
関
係
者
が
出
席
。
織
山
会
長
は
「
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
上
小
阿
仁
観
光
協
議

会
と
も
連
携
を
深
め
た
い
」
、
ま
た
「
秋
田
わ
か
杉

国
体
や
全
国
植
樹
祭
に
向
け
た
情
報
発
信
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
案
内
所
で
は
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
へ
、

観
光
情
報
や
道
路
情
報
、
宿
泊
施
設
な
ど
目
的
に
応

じ
た
情
報
の
提
供
を
図
る
ほ
か
、
秋
田
内
陸
線
を
利

用
し
た
誘
客
、
観
光
産
業
の
人
材
育
成
等
、
あ
ら
ゆ

る
観
光
情
報
の
拠
点
と
し
て
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。 

観
光
情
報
を
全
国
に
発
信

阿
仁
前
田
「
四
季
美
館
」
に
市
の
観
光
案
内
所
を
設
置 

山
村
留
学
は
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い

　
山
村
留
学
ま
と
び
学
園
（
園
長
・
三
澤
仁
市
教
育

長
）
の
入
園
祭
が
４
月
３
日
、
市
学
童
研
修
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
受
け
入
れ
農
家
や
関
係
者
な
ど
約
30
人

が
第
15
期
生
４
人
を
歓
迎
し
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
三
澤
園
長
が
「
北
秋
田
市
に
は
四
季
折
々

の
遊
び
や
暮
ら
し
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
心
豊
か
に
伸

び
伸
び
と
、
張
り
の
あ
る
山
村
留
学
生
活
を
送
っ
て

ほ
し
い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。 

　
引
き
続
き
、
子
ど
も
た
ち
が
山
村
留
学
で
の
抱
負

を
発
表
し
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
野
崎
あ
か
り
さ
ん
（
神
奈
川
県
・
小

６
）、
仲
宗
根
瑠
美
さ
ん
（
神
奈
川
県
・
小
５
）、
春

日
原
美
樹
さ
ん
（
東
京
都
・
小
５
）
、
春
日
原
美
草

さ
ん
（
東
京
都
・
小
４
）
の
４
人
が
北
秋
田
市
で
の

生
活
を
送
り
ま
す
。 

山
村
留
学
ま
と
び
学
園
　
入
園
祭 山村生活を始める４人の子どもたち 

　
昨
年
か
ら
市
が
綴
子
・
掛
泥
地
内
で
建
設
を
進
め

て
い
た
掛
泥
交
流
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式
が
４
月
１
日

行
わ
れ
、
地
区
住
民
ら
は
完
成
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。  

　
こ
の
度
の
建
て
替
え
は
地
元
掛
泥
自
治
会
が
、
旧

会
館
の
老
朽
化
の
た
め
市
に
要
望
。
市
で
は
、
同
様

に
建
て
替
え
の
必
要
が
あ
る
他
の
施
設
と
と
も
に
、

地
域
の
林
業
振
興
を
目
的
に
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　
同
館
は
地
元
住
民
か
ら
愛
称
を
募
集
し
、
「
ほ
っ

と
ふ
れ
あ
い
の
館
」
と
命
名
し
ま
し
た
。 

　
館
内
に
は
、
60
帖
の
大
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、
調
理
器

具
を
備
え
た
実
習
室
、
研
修
室
な
ど
を
備
え
ま
す
。

大
ホ
ー
ル
の
柱
・
梁
材
に
は
秋
田
杉
の
大
断
面
集
成

材
を
使
用
、
外
装
材
及
び
内
装
の
壁
と
天
井
材
に
は

秋
田
杉
を
使
用
す
る
な
ど
、
秋
田
杉
の
温
も
り
や
優

し
さ
を
建
物
全
体
に
表
現
し
て
い
ま
す
。 

木
の
香
り
漂
う
活
動
拠
点
が
完
成

掛
泥
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ほ
っ
と
ふ
れ
あ
い
の
館
」 

テープカットで観光情報発信拠点の開所を祝いました 

秋田杉をふんだんに使った「ほっとふれあいの館」 

阿仁川に向かって放水を行なう森吉師団の隊員ら 


